
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　［Ａ］（１）アクリル酸アルキルエステルおよびアクリル酸アルコキシアルキルエステ
ルから選ばれる少なくとも１種の不飽和単量体６０～９８．９重量％と、（２）１分子中
に１個のアクリロイル基を有するポリシロキサンおよび１分子中に１個のメタクリロイル
基を有するポリシロキサンから選ばれる少なくとも１種の不飽和単量体１．０～３０重量
％と、（３）エポキシ基を有する不飽和単量体、１分子中に２個以上の不飽和二重結合を
有する不飽和単量体およびハロゲン原子を有する不飽和単量体から選ばれる少なくとも１
種の架橋用不飽和単量体０．１～１０重量％と、（４）これらと共重合可能な不飽和単量
体０～２０重量％と
からなる単量体混合物を共重合して得られるアクリルゴム、
　［Ｂ］イオン伝導型導電性付与物質、並びに、
　［Ｃ］架橋剤
を含有して
　

ことを特徴とするアクリルゴム組成物。
【請求項２】
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なり、
［Ａ］アクリルゴム１００重量部に対する［Ｂ］イオン伝導型導電性付与物質の割合が

０．１～４０重量部であり、［Ａ］アクリルゴム１００重量部に対する［Ｃ］架橋剤の割
合が０．２～１０重量部である

［Ｂ］イオン伝導型導電性付与物質が、周期律表第１族金属塩、周期律表第２族金属塩
、これらの金属塩の錯体、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、両性界面活性



請求項１に記載
のアクリルゴム組成物。
【請求項３】
　

ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のアクリルゴム組成物。
【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、導電性を有するアクリルゴム組成物に関し、更に詳しくは、電子写真方式を
利用したプリンター、複写機等の帯電ロール、現像ロール、転写ロールを構成する材料と
して好適なアクリルゴム組成物 に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、電子写真方式を利用したプリンター、複写機等においては、帯電ロール、現像ロー
ルまたは転写ロールとして、導電性を有する弾性ゴムロールが広く用いられている。
かかる弾性ゴムロールにおいては、感光体との安定した接触面積が確保されることが必要
であり、そのため、弾性ゴムロールを構成するゴム材料としては、硬度が低く、圧縮永久
歪が低いものが要求されており、また、半導電領域の導電性が安定して得られるもの、特
に導電性が環境条件の変化により大きく変化しないものが要求されている。
【０００３】
硬度の低いゴム弾性体としては、ＥＰＤＭ等のゴム材料を発泡させて得られる発泡ゴム弾
性体（特開平４－１６０３９７号公報参照）、多量の伸展油、可塑剤等を配合したゴム組
成物よりなるものなどが知られている。
然るに、発泡ゴム弾性体は、圧縮永久歪が大きい、という問題がある。また、多量の伸展
油、可塑剤等を配合したゴム組成物よりなるゴム弾性体においては、当該伸展油、可塑剤
がブリードアウトしやすいため、これを弾性ゴムロールとして使用すると、感光体が汚染
される、という問題がある。このようなゴム組成物により弾性ゴムロールを製造する場合
には、ロール表面の粘着性が高くなるため、その表面をフッ素樹脂、ウレタン樹脂、ナイ
ロン樹脂等により被覆することが必要となり、その結果、製造コストが増大する、という
問題がある。
【０００４】
一方、ゴム材料に導電性を付与する手段としては、従来、ゴム材料に、導電性カーボンブ
ラック、グラファイト、金属粉等の導電性フィラーを添加する手段が知られている。然る
に、このような手段によって例えば１０ 6  ～１０ 9  （Ω・ｃｍ）の半導電領域の半導電領
域の導電性を付与する場合には、ゴム材料中における導電フィラーの含有量や分散状態の
僅かな差によって、その抵抗値が急激に変化するため、製品間において、再現性が高く、
安定した導電性が得られない、という問題がある。
【０００５】
また、ゴム材料に導電性を付与する他の手段としては、ゴム材料中にイオン伝導型導電性
付与物質を添加する手段が提案されている（特開昭６３－１８９８７６号公報、特開平２
－１９８４７０号公報参照）。このような手段においては、ゴム材料中におけるイオン伝
導型導電性付与物質の含有量や分散状態の僅かな差によって、抵抗値が急激に変化するこ
とは少ないため、製品間において比較的再現性の高い導電性が得られるが、環境（温度お
よび湿度）の変化によって、導電性が大きく変化する、という問題がある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、以上のような事情に基づいてなされたものであって、その目的は、硬度が低
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剤および非イオン性界面活性剤から選ばれるものであることを特徴とする

［Ｂ］イオン伝導型導電性付与物質と共に、電子伝導型導電性付与物質が含有されてい
る

請求項１～請求項３のいずれかに記載のアクリルゴム組成物から得られることを特徴と
する架橋ゴム。

および架橋ゴム



く、圧縮永久歪が小さく、しかも、環境条件によらず、半導電領域の導電性が安定して得
られ、優れた非粘着性を有する架橋ゴムを得ることのできるアクリルゴム組成物

を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明のアクリルゴム組成物は、［Ａ］（１）アクリル酸アルキルエステルおよびアク
リル酸アルコキシアルキルエステルから選ばれる少なくとも１種の不飽和単量体６０～９
８．９重量％と、（２）１分子中に１個のアクリロイル基を有するポリシロキサンおよび
１分子中に１個のメタクリロイル基を有するポリシロキサンから選ばれる少なくとも１種
の不飽和単量体１．０～３０重量％と、（３）エポキシ基を有する不飽和単量体、１分子
中に２個以上の不飽和二重結合を有する不飽和単量体およびハロゲン原子を有する不飽和
単量体から選ばれる少なくとも１種の架橋用不飽和単量体０．１～１０重量％と、（４）
これらと共重合可能な不飽和単量体０～２０重量％と
からなる単量体混合物を共重合して得られるアクリルゴム、
　［Ｂ］イオン伝導型導電性付与物質、並びに、
　［Ｃ］架橋剤
を含有して
　

ことを特徴とする。
　本発明の架橋ゴムは、上記のアクリルゴム組成物から得られることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明のアクリルゴム組成物について詳細に説明する。
本発明のアクリルゴム組成物は、特定の単量体混合物を共重合して得られるアクリルゴム
と、イオン伝導型導電性付与物質と、架橋剤とを含有してなるものである。
【０００９】
本発明に用いられるアクリルゴムは、（１）アクリル酸アルキルエステルおよびアクリル
酸アルコキシアルキルエステルから選ばれる少なくとも１種の不飽和単量体（以下、「単
量体（Ａ１）」ともいう。）と、（２）１分子中に１個のアクリロイル基を有するポリシ
ロキサンおよび１分子中に１個のメタクリロイル基を有するポリシロキサンから選ばれる
少なくとも１種の不飽和単量体（以下、「単量体（Ａ２）」ともいう。）と、（３）エポ
キシ基を有する不飽和単量体（以下、「エポキシ基含有不飽和単量体」ともいう。）、１
分子中に２個以上の不飽和二重結合を有する不飽和単量体およびハロゲン原子を有する不
飽和単量体（以下、「ハロゲン原子含有不飽和単量体」ともいう。）から選ばれる少なく
とも１種の架橋用不飽和単量体（以下、「単量体（Ａ３）」ともいう。）とからなる単量
体混合物を共重合して得られるアクリルゴム（以下、「特定アクリルゴム」ともいう。）
である。
【００１０】
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ１）のうち、アクリル酸アルキルエステルの具
体例としては、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、
イソプロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｎ－ヘ
キシルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、シクロヘキシルアクリレートな
どが挙げられる。これらの中では、エチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレートが好ま
しい。これらのアクリル酸アルキルエステルは、単独でまたは２種以上組み合わせて用い
ることができる。
【００１１】
　 を得るための単量体（Ａ１）のうち、アクリル酸アルコキシアルキル
エステルの具体例としては、メトキシメチルアクリレート、エトキシメチルアクリレート
、２－メトキシエチルアクリレート、２－エトキシエチルアクリレート、２－ブトキシエ
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および架
橋ゴム

なり、
［Ａ］アクリルゴム１００重量部に対する［Ｂ］イオン伝導型導電性付与物質の割合が

０．１～４０重量部であり、［Ａ］アクリルゴム１００重量部に対する［Ｃ］架橋剤の割
合が０．２～１０重量部である

特定アクリルゴム



チルアクリエート、３－メトキシプロピルアクリレートなどが挙げられる。これらの中で
は、２－メトキシエチルアクリレート、２－エトキシエチルアクリレートが好ましい。こ
れらのアクリル酸アルコキシアルキルエステルは、単独でまたは２種以上組み合わせて用
いることができる。
【００１２】
単量体（Ａ１）の使用割合は、６０～９８．９重量％とされ、好ましくは７０～８８．９
重量％である。この割合が６０重量％未満である場合には、得られるアクリルゴムは硬度
が過大なものとなるため、好適な弾性を有するアクリルゴム組成物が得られない。一方、
この割合が９８．９重量％を超える場合には、得られる架橋ゴムに、安定した導電性を付
与することができず、また、当該架橋ゴムは、非粘着性が不十分なものとなる。
【００１３】
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ２）としては、下記式（１）で表されるアクリ
ロイル基含有ポリシロキサンを用いることが好ましい。
【００１４】
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
【００１５】
〔式（１）において、Ｒ 1  ～Ｒ 7  はアルキル基またはアリール基を示し、Ｒ 8  は炭素数が
３～１０のアルキレン基を示し、Ｒ 9  は水素原子またはメチル基を示す。ｎは１０～２０
０の整数である。〕
【００１６】
このような単量体（Ａ２）の具体例としては、メタクリル酸プロピルポリジメチルシロキ
サン、アクリル酸プロピルポリジメチルシロキサン、メタクリル酸ブチルポリジメチルシ
ロキサン、アクリル酸ブチルポリジメチルシロキサン、メタクリル酸プロピルポリメチル
フェニルシロキサン、アクリル酸プロピルポリメチルフェニルシロキサンなどが挙げられ
る。これらの中では、メタクリル酸プロピルポリジメチルシロキサン、メタクリル酸プロ
ピルポリメチルフェニルシロキサンが好ましい。これらの化合物は、単独でまたは２種以
上組み合わせて用いることができる。
また、単量体（Ａ２）としては、市販のものを用いることもでき、例えばチッソ（株）製
のサイラプレーンＦＭ－０７１１、ＦＭ－０７２１、ＦＭ－０７２５などが挙げられる。
【００１７】
単量体（Ａ２）の使用割合は、１～３０重量％とされ、好ましくは５～２５重量％である
。この割合が１重量％未満である場合には、得られる架橋ゴムは非粘着性が不十分なもの
となり、一方、この割合が３０重量％を超える場合には、得られる架橋ゴムは引張り強度
が低いものとなる。
【００１８】
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）は、当該特定アクリルゴムに架橋点（エポ
キシ基、不飽和二重結合またはハロゲン原子）を導入するための架橋用不飽和単量体であ
る。
【００１９】
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）のうち、エポキシ基含有不飽和単量体の具
体例としては、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、アリルグリシジル
エーテルなどが挙げられる。これらの中では、グリシジルメタクリレート、アリルグリシ
ジルエーテルが好ましい。これらのエポキシ基含有不飽和単量体は、単独でまたは２種以
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上組み合わせて用いることができる。
【００２０】
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）のうち、１分子中に２個以上の不飽和二重
結合を有する不飽和単量体の具体例としては、ビニルメタクリレート、ビニルアクリレー
ト、アリルメタクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチルアクリレート、１，１－ジ
メチルプロペニルメタクリレート、１，１－ジメチルプロペニルアクリレート、３，３－
ジメチルブテニルメタクリレート、３，３－ジメチルブテニルアクリレート、イタコン酸
ジビニル、マレイン酸ジビニル、ビニル１，１－ジメチルプロペニルエーテル、ビニル３
、３－ジメチルブテニルエーテル、１－アクリロイルオキシ－１－フェニルエテンなどが
挙げられる。これらの中では、ビニルメタクリレート、アリルメタクリレート、ジシクロ
ペンテニルオキシエチルアクリレートが好ましい。これらの不飽和単量体は、単独でまた
は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００２１】
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）のうち、ハロゲン原子含有不飽和単量体の
具体例としては、２－クロロエチルビニルエーテル、クロロ酢酸ビニル、クロロ酢酸アリ
ル、クロロメチルスチレンなどが挙げられる。これらの中では、クロロ酢酸ビニル、クロ
ロメチルスチレンが好ましい。これらのハロゲン原子含有不飽和単量体は、単独でまたは
２種以上組み合わせて用いることができる。
【００２２】
単量体（Ａ３）の使用割合は、０．１～１０重量％とされ、好ましくは、０．２～８重量
％である。この割合が０．１重量％未満である場合には、得られる架橋ゴムは引張り強度
が低いものとなり、一方、この割合が１０重量％を超える場合には、得られる架橋ゴムの
伸びが小さいものとなるため、好ましくない。
【００２３】
特定アクリルゴムを得るための単量体混合物には、上記の単量体（Ａ１）、単量体（Ａ２
）および単量体（Ａ３）と共に、これらと共重合可能な不飽和単量体（以下、「単量体（
Ａ４）」ともいう。）が含有されていてもよい。
このような単量体（Ａ４）の具体例としては、トリフルオロエチルアクリレート、ペンタ
フルオロエチルアクリレート、パーフルオロアルキルアクリレート、酢酸ビニル、カプロ
ン酸ビニル、アクリロニトリル、α－メチルアクリロニトリル、スチレン、エチレン、塩
化ビニル、塩化ビニリデンなどが挙げられる。これらの化合物は、単独でまたは２種以上
組み合わせて用いることができる。
単量体（Ａ４）の使用割合は、２０重量％以下とされる。この割合が２０重量％を超える
場合には、得られる架橋ゴムは硬度の高いものとなるため、好ましくない。
【００２４】
本発明に用いられる特定アクリルゴムは、上記の単量体（Ａ１）、単量体（Ａ２）、単量
体（Ａ３）および必要に応じて用いられる単量体（Ａ 4 ）からなる混合単量体を、ラジカ
ル重合開始剤の存在下に、通常の乳化重合法、懸濁重合法、バルク重合法あるいは溶液重
合法により共重合させることにより得られる。
乳化重合法により特定アクリルゴムを得る場合において、乳化剤としては、陰イオン性界
面活性剤または非イオン性界面活性剤を単独でまたは２種以上を組み合わせて用いること
ができ、更に種々の分散剤を用いることもできる。かかる乳化剤の具体例としては、アル
キルサルフェート、アルキルアリールスルフォネート、高級脂肪酸の塩例えばポリオキシ
エチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンオキシプロピレンブロックポリマー
などが挙げられる。
【００２５】
本発明のアクリルゴム組成物には、イオン伝導型導電性付与物質が含有されている。この
イオン伝導型導電性付与物質は、得られる架橋ゴムに、イオン伝導機構による導電性を付
与するものである。このようなイオン伝導型導電性付与物質としては、リチウム、ナトリ
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ウム、カリウム等の周期律表第１族金属塩（以下、「アルカリ金属塩」ともいう。）、カ
ルシウム、バナジウム等の周期律表第２族金属塩（以下、「アルカリ土類金属塩」ともい
う。）、これらの金属塩の錯体、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、両性界
面活性剤、非イオン性界面活性剤などを用いることができる。
【００２６】
アルカリ金属塩の具体例としては、ＬｉＦ 3  ＳＯ 3  、ＮａＣｌＯ 4  、ＬｉＣｌＯ 4  、Ｌｉ
ＡｓＦ 6  、ＬｉＩ、ＬｉＣｌ、ＬｉＢｒ、ＮａＳＣＮ、ＫＳＣＮ、ＮａＣｌ、ＮａＩ、Ｋ
Ｉ等が挙げられるが、特に、過ハロゲン酸素酸塩が好ましい。
アルカリ土類金属塩の具体例としては、Ｃａ（ＣｌＯ 4  ） 2  ，Ｂａ（ＣｌＯ 4  ） 2  等が挙
げられる。
また、これらの金属塩の錯体としては、１，４－ブタンジオール、エチレングリコール、
ポリエチレングリコール、プロピレングリコール等の多価アルコールまたはその誘導体と
の錯体、あるいはエチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチ
ルエーテル等のモノオールとの錯体などが挙げられる。また、これら以外の錯体としては
、アミノ基で変性したＤＯＰ，ＤＢＰ等の可塑剤と過塩素酸イオンとの錯塩等の導電性可
塑剤等が挙げられる。
【００２７】
陽イオン性界面活性剤の具体例としては、ラウリルトリメチルアンモニウムクロライド、
ステアリルトリメチルアンモニウムクロライド、オクタデシルトリメチルアンモニウムク
ロライド、ドデシルトリメチルアンモニウムクロライド、ヘキサデシルトリメチルアンモ
ニウムクロライド、過塩素酸テトラブチルアンモニウム、ホウフッ化テトラブチルアンモ
ニウム、ホウフッ化テトラエチルアンモニウム等の４級アンモニウム塩が挙げられる。
陰イオン性界面活性剤の具体例としては、有機スルホン酸塩、高級アルコールエチレンオ
キサイド付加硫酸エステル塩、高級アルコールリン酸エステル塩、高級アルコールエチレ
ンオキサイド付加リン酸エステル塩等が挙げられる。
両性界面活性剤の具体例としては、ラウリルベタイン、ステアリルベタイン、ジメチルア
ルキルラウリルベタイン等が挙げられる。
非イオン性界面活性剤の具体例としては、高級アルコールエチレンオキサイド、ポリエチ
レングリコール脂肪酸エステル、多価アルコール脂肪酸エステル等が挙げられる。
【００２８】
本発明において、イオン伝導型導電性付与物質の使用割合は、特定アクリルゴム１００重
量部に対して０．１～４０重量部、特に、０．５～３０重量部であることが好ましい。
この割合が０．１重量部未満である場合には、十分な導電性を有する架橋ゴムが得られな
いことがある。一方、この割合が４０重量部を超える場合には、得られる架橋ゴムの機械
的特性が低下することがあり、好ましくない。
【００２９】
本発明のアクリルゴム組成物には、特定アクリルゴムおよびイオン伝導型導電性付与剤と
共に、架橋剤が含有されている。この架橋剤は、特定アクリルゴムを得るための単量体（
Ａ３）の種類により適宜選択して使用される。
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）としてエポキシ基含有不飽和単量体を用い
る場合には、架橋剤として、例えば有機カルボン酸アンモニウム、ジチオカルバミン酸塩
、各種ポリアミン、イミダゾール／酸無水物、イソシアヌル酸／有機アンモニウム塩等を
用いることができる。
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）として１分子中に２個以上の不飽和二重結
合を有する不飽和単量体を用いる場合には、架橋剤として、例えば有機過酸化物、硫黄／
沈降硫黄／塩化硫黄／チウラムジスルフィドなどの硫黄化合物、テトラクロロベンゾキノ
ンなどのキノイド化合物などを用いることができる。
特定アクリルゴムを得るための単量体（Ａ３）としてハロゲン原子含有不飽和単量体を用
いる場合には、架橋剤として、例えば金属石鹸／硫黄化合物、有機カルボン酸アンモニウ
ム、各種ポリアミン、４級アンモニウム塩／トリアジンチオール類などを用いることがで
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きる。
【００３０】
本発明において、架橋剤の使用割合は、特定アクリルゴム１００重量部に対して０．２～
１０重量部、特に、０．５～８重量部であることが好ましい。
この割合が０．２重量部未満である場合には、得られる架橋ゴムの圧縮永久歪が高いもの
となり、一方、この割合が１０重量部を超える場合には、得られる架橋ゴムの硬度が高く
なり、好ましくない。
【００３１】
本発明のアクリルゴム組成物には、上記イオン伝導型導電性付与物質と共に、電子伝導型
導電性付与物質が含有されていてもよい。この電子伝導型付与物質は、得られる架橋ゴム
に、電子伝導機構による導電性を付与するものである。かかる電子伝導型付与物質の具体
例としては、カーボンブラック、グラファイト等の炭素系粉末、アルミニウム、銅、ニッ
ケル、銀等の金属粉末、各種フィラーに銅、ニッケル、銀等の導電性金属メッキを施した
もの、酸化亜鉛をアルミニウムで処理した導電性酸化亜鉛、ポリアニリン、ポリピロール
、ポリ（ｐ－フェニレン）、ポリ（ｐ－フェニレン－ビニレン）等の導電性高分子等を挙
げることができる。このような電子伝導型導電性付与物質を併用することにより、得られ
る架橋ゴムにおいては、温度および湿度に対して更に安定した導電性が得られる。上記の
電子伝導型導電性付与物質の中では、特にカーボンブラック、導電性酸化亜鉛が環境安定
性の点で好ましい。
【００３２】
本発明において、電子伝導型導電性付与物質の使用割合は、特定アクリルゴム１００重量
部に対して０．１～４０重量部、特に１～２０重量部であることが好ましい。この割合が
４０重量部を超える場合には、得られる架橋ゴムは、硬度が高いものとなると共に、圧縮
永久歪が大きいものとなるため、好ましくない。
【００３３】
また、本発明のアクリルゴム組成物には、得られる架橋ゴムの低硬度性、低圧縮永久歪性
、非粘着性および安定した導電性などの特徴を阻害しない範囲で、特定アクリルゴム以外
のゴム成分、補強性充填剤または増量剤、その他の各種配合剤を添加することができる。
【００３４】
特定アクリルゴム以外のゴム成分としては、例えば天然ゴム、イソプレンゴム、スチレン
－ブタジエンゴム、ブタジエンゴム、アクリロニトリル－ブタジエンゴム、エチレン－プ
ロピレンゴム、エチレン－プロピレン－ジエンゴム、ブチルゴム、ハロゲン化ブチルゴム
、シリコーンゴム、フッ素ゴム、ウレタンゴム、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレ
ン－アクリレートゴム、エピクロルヒドリンゴムなどを挙げることができる。
【００３５】
また、補強性充填剤または増量剤としては、例えば湿式シリカ、フェームドシリカ、クレ
ー、ケイソウ土、炭酸カルシウム、ケイ酸マグネシウム、硫酸バリウム、ガラス繊維、有
機補強剤、有機充填剤などを挙げることができる。
その他の配合剤としては、フタル酸誘導体、アジピン酸誘導体等の可塑剤、潤滑油、プロ
セスオイル等の軟化剤、フェニレンジアミン類、フォスフェート類、キノリン類、クレゾ
ール類、フェノール類等の老化防止剤、酸化鉄、酸化セリウム、ナフテン酸鉄、ナフテン
酸カリウム等の耐熱剤、その他加工助剤、紫外線吸収剤、難燃剤、着色剤、耐油性向上剤
、スコーチ防止剤、発泡剤、滑剤などを挙げることができる。
【００３６】
本発明のアクリルゴム組成物は、前述の各成分を、例えばロールやニーダー等の通常の混
練装置により均一に混合することにより得られる。こうして得られたゴム組成物は、例え
ばプレス成形、射出成形やトランスファー成形等の金型を用いて成形することが可能であ
り、また、押し出し成形、カレンダー成形、溶剤に溶かしてからのコーティングやディッ
プ等の成形方法により架橋、成形することも可能である。
本発明のアクリルゴム組成物より得られる架橋ゴムは、硬度が低く、圧縮永久歪が低いも
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のであり、しかも、環境条件によらず、半導電領域の導電性が安定して得られ、優れた非
粘着性を有するものである。従って、このような架橋ゴムは、電子写真方式のプリンター
、複写機などに用いられる帯電用ロール、現像用ロール、転写用ロールを構成するゴム材
料として好適であり、当該架橋ゴムにより構成されたロールを有するプリンター、複写機
等の電子写真装置によれば、従来のものと比べて、印刷特性、複写特性、消音性等の性能
が向上する。
【００３７】
【実施例】
以下、本発明の具体的な実施例について説明するが、本発明は、これらの実施例に限定さ
れるものではない。なお、以下の実施例において、「部」および「％」はそれぞれ「重量
部」および「重量％」を意味する。
【００３８】
〈合成例１（本発明用）〉
窒素置換された２リットルガラス製セパラブルフラスコ内に、蒸留水２００重量部にラウ
リル硫酸ナトリウム４重量部を溶解した溶液を入れ、この溶液に、単量体（Ａ１）として
エチルアクリレート１０部、ｎ－ブチルアクリレート６０部および２－メトキシエチルア
クリレート２１部、単量体（Ａ２）としてα－（３－メタクリロキシプロピル）ポリジメ
チルシロキサン〔チッソ（株）社製，サイラプレーンＦＭ－０７２１〕５部、並びに単量
体（Ａ３）としてグリシジルメタクリレート４部からなる単量体混合物１００重量部を加
え乳化した。そして、セパラブルフラスコ内の温度を８０℃まで昇温した後、ベンゾイル
パーオキサイド０．２５ｇ、硫酸第一鉄０．０１ｇ、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム
０．０２５ｇおよびソジウムホルムアルデヒドスルホキシレート０．０４ｇ添加して単量
体混合物の共重合反応を開始させ、重合添加率が９５％に達するまで反応を継続させ、そ
の後、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシアミン０．５ｇを加えて反応を停止させた。次いで、
反応生成物を取り出し、これに水蒸気を吹き込むことにより、未反応モノマーを除去した
。このようにして得られたラテックスを、０．２５％塩化カルシウム水溶液に加えて凝固
させ、この凝固物を十分水洗して約９０℃で３時間乾燥させることにより、特定アクリル
ゴム（１）を得た。
【００３９】
〈合成例２～５（本発明用）〉
単量体混合物として、下記表１に示す組成のものを用いたこと以外は、合成例１と同様に
して特定アクリルゴム（２）～特定アクリルゴム（５）を得た。
【００４０】
〈合成例６（本発明用）〉
窒素置換された２リットルガラス製セパラブルフラスコに、トルエン１２０部を仕込み、
次いで、セパラブルフラスコ内の温度を１００℃に昇温した後、このトルエン中に、表１
に示す組成の単量体混合物１００部と、アゾビスイソブチロニトリル１．２重量部との混
合溶液を２時間かけて滴下し、更に、１００℃で３０分保持した。その後、この溶液に、
トルエン４０部とアゾビスイソブチロニトリル０．６部との混合溶液を滴下し、更に、１
００℃で３時間保持し、単量体混合物の共重合反応を完結させた。得られた反応液中に水
蒸気を吹き込むことによりトルエンを除去し、更に、十分水洗して約９０℃で３時間乾燥
させることにより、特定アクリルゴム（６）を得た。
【００４１】
〈合成例７～８（比較用）〉
単量体混合物として、下記表１に示す組成のものを用いたこと以外は、合成例１と同様に
して比較用アクリルゴム（７）および比較用アクリルゴム（８）を得た。
【００４２】
【表１】
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【００４３】
＜実施例１～１１および比較例１～４＞
下記表２および下記表３に示す配合処方に従って、ゴム成分、イオン伝導型導電性付与物
質および添加剤を、内容積３００ｍｌのハーケ社製密閉式混合機により、６０℃で１５分
間混練し、得られた混合物に架橋剤を添加し、５０℃のオープンロールにより混練するこ
とにより、ゴム組成物を調製した。
これらのゴム組成物を、圧力１００ｋｇ／ｃｍ 2  、温度１７０℃で２０分間の条件でプレ
ス成形することにより、架橋ゴムよりなる厚みが２ｍｍのシート体および圧縮永久歪測定
用の試験片を作製した。
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【００４４】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４５】
【表３】
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【００４６】
表２および表３において、ＥＰＤＭ、イオン伝導型導電性付与物質、添加剤および架橋剤
としては、下記のものを用いた。
ＥＰＤＭ：日本合成ゴム（株）製「ＥＰ３４２」〔エチレン／プロピレン＝５３／４７（
重量比），ＭＶ（ＭＬ１＋４，１００℃）＝４８，ヨウ素価３０），
イオン伝導型導電性付与物質（１）：旭電化工業（株）製　導電性可塑剤「ＬＶ－７０」
，
イオン伝導型導電性付与物質（２）：昭島化学工業（株）製「ＭＰ－１００」
４，４’（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミン：：大内新興（株）製「ノクラ
ックＣＤ」，
シリカ：日本シリカ（株）製「ニプシールＶＮ３」，
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導電性カーボンブラック：ライオンアクゾ（株）製「ケッチェンブラックＥＣ６００ＪＤ
」，
アンモニウムベンゾエート：大内新興（株）製「バルノックＡＢ」，
１，３－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ－イソプロピル）ベンゼン：化薬アクゾ（株）製「
パーカドックス１４／４０」，
Ｎ，Ｎ’－ｍ－メタフェニレンビスマレイミド：大内新興（株）製「バルノックＰＭ」，
表面処理硫黄：鶴見化学（株）製「サルファックスＰＭＣ」
【００４７】
得られたシート体および試験片を用い、下記の評価を行った。
（１）引張試験：ＪＩＳ－Ｋ６３０１に準拠し、引張強度および破断伸びを測定した。
（２）硬度：ＪＩＳ－Ｋ６３０１に準拠してＪＩＳ－Ａ硬度を測定すると共に、高分子計
器（株）製ＡＳＫＥＲ－Ｃ型硬度計を用いてＡＳＫＥＲ－Ｃ硬度を測定した。
（３）圧縮永久歪試験：ＪＩＳ－Ｋ６３０１に準拠し、７０℃で２２時間の条件で圧縮永
久歪を測定した。
た。（４）体積固有抵抗：アドバンテスト（株）製「ＴＲ８６５２エレクトロメータ」お
よび「ＴＲ４２電極」を用い、ＪＩＳ－Ｋ６９１１に準拠し、１０℃で３０％ＲＨおよび
４０℃×９０％ＲＨの環境下において体積固有抵抗を測定した。
尚、体積固有抵抗の測定は、試験片を温度および相対湿度が制御された高温槽内に２４時
間放置した後、行った。
（５）タックネス試験：ピクマタックテスター（東洋精機（株）製）を用い、シート体を
ポリカーボネート板に荷重５００ｇＦで１分間圧着させた後、当該シート体を２０ｍｍ／
分でポリカーボネート板から剥離させたときの剥離力の最大値を測定した。
（６）接触角：シート体の表面をエタノールで洗浄し、室温で８時間乾燥した後、室温で
蒸留水を滴下させ、１分間経過した後に、エルマゴニオメーター式接触角測定器を用いて
接触角を測定した。
以上、結果を表４および表５に示す。
【００４８】
【表４】
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【００４９】
【表５】
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【００５０】
表４および表５の結果から明らかなように、実施例１～１１に係る組成物によれば、硬度
が低く、圧縮永久歪が小さく、しかも、環境条件によらず、半導電領域の導電性が安定し
て得られ、かつ、非粘着性にも優れた架橋ゴムが得られることが確認された。
これに対して、比較例１に係る組成物においては、アクリルゴムを得るために使用した単
量体（Ａ２）の割合が過小であるため、得られる架橋ゴムは、圧縮永久歪が大きく、非粘
着性が低いものであった。比較例２に係る組成物においては、アクリルゴムを得るために
使用した単量体（Ａ２）の割合が過大であるため、得られる架橋ゴムは、引張強度が低く
、圧縮永久歪が大きいものであった。比較例３に係る組成物においては、イオン伝導型導
電性付与物質が含有されていないため、得られる架橋ゴムは、導電性の環境安定性の低い
ものであった。比較例４に係る組成物においては、特定アクリルゴムの代わりにＥＰＤＭ
を使用しているため、得られる架橋ゴムは、硬度が高く、圧縮永久歪が大きいものであっ
た。
【００５１】
【発明の効果】
本発明のアクリルゴム組成物によれば、硬度が低く、圧縮永久歪が小さく、しかも、環境
条件によらず、半導電領域の導電性が安定して得られ、優れた非粘着性を有する架橋ゴム
が得られる。このような架橋ゴムは、電子写真方式を利用したプリンター、複写機等に用
いられる帯電ロール、現像ロール、転写ロールを構成する材料として好適なものである。
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